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論文の内容の要旨
　本研究は，農山村における住民の村落空聞認識の差異とその規定要因を明らかにすることを目的とした。その
ために，本研究では通称地名を基礎データとした。これによって，住民の生活をより反映したミクロスケールで
の空間認識を明らかにすることが可能となった。
　山村の事例として佐賀県脊振村鳥羽院下地区を，平地農村の事例として同県三根町田中地区を選定した。両地
区において，現存するすべての耕作地に関する通称地名を採取し，これらの地名の認識状況から住民を複数の集
団に分類した。次に，従来の研究では注冒されることのなかった村落空聞の認識の形成過程に着目して，住民の
地名習得の過程を考察した。そして，その過程から住民の地名習得のための諸条件を抽出し，それらを耕作地と
住民の属性に分けて類型ごとに検討した。その結果，地名習得の条件には住民によって差があり，同じ村落空問
でも住民によって認識が異なることが判明した。
　山村と平地農村では，住民の地名の習得過程に違いはなく，自世帯所有の耕作地の名称と位置から認識が始ま
り，それを核として，他世帯で所有する耕作地に認識が広がっていった。この核の形成には住民自身の農業従事
はもちろん，地名の継承という観点から，彼らの両親と配偶者の就業状況が大きく影響していた。地名認識の拡
大，つまり，他世帯所有の耕作地の認識については，就業，農業従事状況，集落や生産組合の会合，共同農作業
への参加状況などが規定要因として作用していた。そして，これらの地名習得条件は若い住民ほど隈られ，地名
認識の程度が低くなるという世代問の差につながっていた。
　さらに，本研究はこの世代間の地名認識と規定要因の差異の背後にある，住民の生活基盤に注目した。住民の
地名習得の過程から判断して，住民が農業に従事し，様々な会合や共同農作業に参加するようになり，本格的に
地名を認識し始めるのは当然，学校卒業後である。つまり，住民が就業時期を迎えた時代の生活基盤が彼等の地
名認識の基礎をなすものと考えられ，各類型における住民の地名認識はその時代を代表するものと判断できる。す
なわち，地名認識における世代問の差異は住民の認識する村落空問の変容過程を表しているのである。このこと
から，住民の生活基盤は，1950年代までの農業，1960年代の高度経済成長期に始まる農業と農外就業，1980年代
以降の安定性長期に定着した農外就業の3つに分けられ，これらに対応しながら，住民の村落空間認識は，共有
された空聞認識を保とうとする「維持の段階」，自世帯で所有する耕作地とそのわずかな周辺部を認識する「後退
の段階」，そして，所有耕作地に関してさえ認識が低くなる「崩壊の段階」を経ることが明らかとなった。さらに
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平地農村の場合，近年の圃場整備よって空問そのものが作り変えられるとともに，住民の生活様式が変化したこ
ともあって，自世帯内のみで通ずる新たな地名を用いた空問認識が生まれつつあった。すなわち，新たな村落空
聞への「再編成の段階」を迎えたといえる。これに対して，山村では地形的な制約から大規模な圃場整備は実施
されず，旧来の地名は基本的に細かく，狭く分散した耕作地を示すためにある程度残存している。加えて，山村
と平地農村では住民の認識する村落空間の変容に時問的なずれが生じていた。山村よりも平地農村の方がその進
行が速い。これには都市への近接性に起因する雇用機会の違いやモータリゼーションの浸透の時期の差異が影響
していた。
審査の結果の要旨
　本研究は，これまで国内外において多く研究されてきた公称地名ではなく，耕作地に関する通称地名を用いる
ことで，住民の村落空間の認識の特性とその変化を詳細に明らかにすることができた。具体的には，地名認識を
もとに住民を複数のグループに分類し，各類型における地名認識の特徴とその規定要因を考察した。加えて，こ
れまで注目されることのなかった，住民の地名の習得過程を検証した。その結果，単なる住民間の村落空問認識
の差異のみにとどまらず，世代間の差からその動態的変化を分析し，村落空間の時間的変化の過程をも示すこと
ができた。このように本研究は通称地名を用いることで，ミクロスケールでの住民の空問認識の解明を可能にし，
さらに住民の中からいくつかの同質集団を抽出し，それが世代ごとに異なる生活経験によることを実証した点で
高く評価する事ができる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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